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この世界のありようと仕組みを<ア
ウトマトン（ひとりでに）>と<テュ
ケー（たまたま）>に帰することはい
かにも不条理で、知性も感覚もも
たない人物のすることだということ
は、論証以前にすら明らかだし、こ
のことを説き示す多数の十分な論
証が書き留められてもいる

プロノイア（はから
い）という語は、「プ
ロ（あらかじめ）」
「見通すこと」ある
いは「ノイア（配慮
すること）」という原
義をもっている

しかし、これ
らがそれぞ
れに生じ、
作り出され
たその仕方
はどのよう
なものであ
るかを

哲学用語として
「プロノイア」が定
着したのは、ストア
創設者ゼノン以来
であるらしい

「神のプロノイア」というよ
うな表現は早い時期から
現れている。たとえば、エ
ウリピデス『フェニキアの女
たち,637』、プラトン『ティ
マイオス,30c,44c』など

さかのぼっ
て根本から
議論を始め
ながら、考
察するのが
至当であろ
う

－̶これらの事物の何がしかは正しい
仕方で生じていないという理由から、世
界へのはからいについて疑義を生ぜし
めるにいたった。そしてそのために、あ
る人たち（エピクロス派など）は（プロノ
イアなど）ありもしないのだと、またある
人たち（グノーシス派）は、この世界は
劣悪な造り主によって作られたもので
ある、と主張する気になったのであるが
－̶

ところで、
個々の事物
に対するは
からいは、

̶ーこれは何がどのようにして
生じるべきか、あるいは行われ
てはならぬことのばあいには、
どのようにして起きないようにす
べきか、あるいはどのようにして
何かをわれわれが得るべきか、
もしくは免れるべきかということ
の、実行に先だっての考量であ
るがーー

これは放っておこ
う。他方、この世界
へのはからいとわれ
われが呼んでいる
ものを、これをわれ
われは仮定して、そ
こから帰結すること
をつなぎ合わせて
みようではないか

さて、もしもこの宇宙は、ある時
点から－̶それ以前には存在し
ないで－̶生じて存在してい
る、とわれわれが言うのだった
ら、個々の事物に対してあると
われわれが言ったあのはからい
と同じものを、われわれはこの
論によって措定していることに
なるだろう

つまりそれは、この世界
がどのようにすれば生
まれるであろうか、また
どのようにすれば可能
な限り最善のものとな
るであろうかということ
についての、神の一種
の予見であり、考慮で
ある

しかし、実際にはわれ
われは、この宇宙には<
常にある>と<ない時が
ない>ということがそな
わっていると主張してい
るのだから、われわれと
しては、こう言えば正し
くて首尾一貫しているこ
とになろう

すなわち、世界に対す
るプロノイア（はからい）
とは、世界が英知に基
づいていること、そして
世界より先に（プロ）、英
知（ヌース）があるという
ことである

ただし、時間的によ
り先だという意味で
はなくて、英知から
世界が出ており、前
者が本性上先立つ
もので、後者の原
因であり、いわば原
型で、手本である

そして後者は前者
の写しであり、前者
によってあり、常に
存在せしめられてい
る、という意味であ
る。これは次の仕方
によってである

ヌース（英知）およ
びオン（有）という本
性こそ、真実の、そ
して第一義的なコ
スモス（宇宙）であ
る

かの宇宙は、自己
から離れ去ることが
なく、分割によって
弱まることもなく、
部分においてすら何
一つ欠けたところが
ない。なぜなら、各
部分が全体から引
き離されていないか
らである

むしろ、かの宇宙の全生命と全
英知は、一においてともに生
き、直知している。そして、それ
は、部分を全体と化せしめ、全
体を自己自身と仲良くさせる。
なぜなら、ある部分が他の部分
から分離していないし、単なる
他者となってしまって、他の諸
部分に対してよそよそしいもの
となることもないからである

したがって、あ
るものが別のも
のに対して、た
とえ反対のもの
であっても、不
正を働くことが
ない

この部分は別
の派の主張に
反駁している
のだろうか？

また、かの世界
はあらゆる場所
で一であり、ど
こにおいても完
全であるので、
静止していて、
変化することが
ない

後に、かの世
界における
ヌースの多様
性を認める主
張とは違う

というのも、かの世界が他者と
して他者に働きかけることもな
いのだから。いったい何のため
に、そんなことをするだろうか、
かの世界は何に関しても欠け
ていないのに。いったい何のた
めに、ロゴス（原理）がもうひと
つのロゴスを、英知がもう一つ
の英知を作り出すだろうか

否、自分の力で何
かを作れるというこ
とは、あらゆる点で
は良好な情態にな
くて、自分が劣って
いる何らかの方向
へ活動し、そして動
くもののもつ能力な
のである

他方、あらゆる点で幸せな
者たちにとっては、彼ら自
身の内に静止すること、そ
して彼らが現にそれである
ものであり続けることのみ
が、満ち足りたことなので
あり、余分なことをするの
は、自分を自分から逸脱せ
しめることになるので、安全
でない

まことに、かの世界
もまた、何もしない
状態のままで偉大
な仕事を成就し、自
己のもとにとどまる
ことによって小さく
はないものを作り出
すほどに、それほど
に幸い多きものなの
である

小さくはないも
のについては、
作り出すのか？
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というのは、ともか
く、あの真実のそし
て一つの宇宙から、
真に一つではないこ
の宇宙が存在せし
められているからで
ある

そして、たしかにこの宇宙は多様で
あり、多数の部分に区分されてい
て、ある部分は他の部分から離れ
隔たっており、他者となってしまっ
ていて、もはや友愛が存在するの
みでなく、隔たりのために敵意も存
在し、また欠陥があるために、必然
的にある部分が他の部分に対して
敵対的である

エンペドクレス哲
学の原理であった
友愛と憎悪が念頭
にあると考えられ
る

なぜなら、部分
は自己自身に
満足せず、他の
部分によって救
われながら、
救ってくれる他
者に対して敵と
なるのだから

しかしこの世界
は、「生じるべき
だ」というロギス
モス（考慮）に
よって生じたの
ではなくて、第
二位の本性のも
つ必然性によっ
て生じたのであ
る

「次位のものが
存在すること
が必然であっ
たので」という
訳がある

というのは、か
の世界は、有る
もののうちで最
下位のものであ
ることが可能な
性質のものでは
なかったのであ
る

なぜなら、それ
は第一位であっ
て、多大の、い
や実に一切の
能力をもつもの
であった

だから、かの世
界は、作ろうと
求めることなし
に他者を作り出
すという、この能
力を持っていた
わけである

というのも、もしか
のものが求めたの
だったら、かのもの
は元来はもっていな
かったわけだし、こ
れ（作る力）はかの
ものの本質から出
たものではないこと
にもなるだろう

かのものはむしろ技
術者のように、自分
では作る力をもた
ないで、学ぶことに
よってそれを修得
し、獲得されたもの
としてそれをもつこ
とになるだろう

だからヌース（英
知）は、微動だにせ
ず安息しながら、自
分のもつ何かを素
材の内へ与えること
によって、一切のも
の（この世界）を作り
上げたわけである

そして、これは、英知から流
れるロゴス（条理：形成原
理）である。というのは、お
よそ英知から流れ出るもの
はロゴス（条理）なのであ
り、そして、これは諸有の内
に英知が位置を占める限
り、常に流れ出ているので
ある

文脈から言えば、ヌースがロゴス
を素材に与えることによって、世
界ができたのであるが、ヌースは
安息しているのであり、ロゴスは
流れ出るものであるので、この世
界は素材が『自ら変化した』と言っ
ている

『かのもの』はロゴスと
してよいか

しかし、ちょうど種の中
の原理の内に、すべて
が一緒になって同じ場
所にあり、何ものも何も
のに対しても戦わない
し、不和にならないし、
妨害的でないが、ひと
たび何かが（種から）生
じるならば

それは嵩をもち、各
部分ごとに別の場
所にあり、しかもま
た、ある部分が他の
部分を妨害し、ある
ものが別のものを
消尽することもあり
うるように、

まさにこれと同様に、一
つである英知とこれか
ら出る原理とからこの世
界が成立した時に、そ
れは散開して、必然的
にある諸部分は仲良し
で友好的だが、ある諸
部分は敵対的で相争う
ものとなった

また、あるものたちは自
発的に、他のものたち
は不本意にだが、互い
に乱暴し合い、一方が
滅ぼされることによっ
て、多能のものの生成
がもたらされるのである

『かの世
界』はヌー
スとしてよ
いか

ヌースとそこから流れ
出すロゴスは調和的
であるのに、この世界
に敵対や滅びがある
のは、この世界の部分
が嵩を持ち、別の部分
と離れているからであ
る

しかしこのような所
業を働いたり、受け
たりしている彼らの
間に、それにもかか
わらず、ゆきわたっ
た一つのハルモニ
ア（諧調）が成り立っ
ているのである

というのは、彼らは
めいめいが自分の
声を出しているのだ
が、彼らの上にあの
原理が臨んで、調
和と全体にゆきわた
る統一的秩序とを
作り出すのである

なぜなら、この世界
はかの世界のように
英知と条理である
のではなくて、英知
と条理にあずかって
いるものなのであ
る。だからこそ、そ
れは調和と必要とし
たわけだ

つまり、そこでは「英知
と必然（つまり素材）と
が」ぶつかりあって、後
者は条理でないので、
悪い方向へ引っ張り、
不条理の方へ駆り立て
るのだが、それにもか
かわらず「英知が必然
を支配する」わけである

というのは、直知される世界は純粋
に条理であり、したがって、もう一つ
の純粋な条理が（かのものから）生
じることはできないであろう。もし何
か別のものが生じるとすれば、それ
はかのものより劣ったもので、条理
ではないものでなければならない
が、かといってまた、それは何か素
材であってもならないだろう

なぜなら、素材は整
然さを欠くものだか
らである。したがっ
てそれは（条理と素
材とが）混じり合っ
たものでなければ
ならない

だから、この世界の究極の
要素は素材と条理である
が、それの始原は、この混
合物を管理する魂である。
この魂が悪いめに会うと信
じてはならない。それはこ
の世界を、いわば単に臨席
するだけで、いともやすや
すと治めているのだから
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また、人はこの世界に対し
てすら、それが美しくないと
か、身体をもつもののうち
で最良のものではないと
言って公正に非難すること
はできないだろうし、他方ま
た、その存在の原因者を責
めることもできないだろう

なぜなら、第一に、この
世界は必然性から生ま
れたのであって、考慮
からではなく、より優れ
た本性が、その本性に
したがって、自己に似
たものを生み出したの
だからである

その原因が明
確であるとは
言えない

また第二に、たとえ作り出した
者が考慮であったとしても、彼
（考慮）は出来上がったものを
恥ずかしくは思わないだろうか
らである。なぜなら、彼が作っ
たのは、ある全体的なもので、
全体がすっかり美しくて、自己
充足的で、自己および自己の
諸部分に対して

－̶より重要な部分
に対しても、より劣
る部分に対しても、
というのは後者も等
しく有用であるのだ
から－̶

友好的なものであるから。だから、幾つ
かの部分から全体を非難する人は、そ
の非難に関しては、おかしな人間であ
るだろう。なぜなら人は、部分を考察す
る際には、全体そのものとの関連にお
いて、つまり、それらの部分が全体に呼
応し調和しているかどうかを見なけれ
ばならないのだし、また全体を考察す
るのに、ある幾つかの小部分のみに目
を向けてはならないのであるから

なぜなら、そういうことをする人は、
宇宙を非難しているのではなくて、
それのある幾つかの部分を切り離
して取り上げているのであって、こ
れはちょうど、ある一個の生きもの
の全体から、一本の髪の毛、あるい
は足の一本の指を取り上げるだけ
で、驚嘆すべき観ものであるその
人間の全体を眺めようとしないと
か、

あるいはゼウスにかけて、
最も価値の少ない生きもの
を取り上げて、その他の生
きものを無視するとか、ある
いはある種族、たとえば人
間の種族の全体を看過し
て、テルシテスを正面に持
ち出すようなものである
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それゆえ、生まれた
ものは総体としての
宇宙であるのだか
ら、君がこれを観照
するならば、おそら
く君は彼（宇宙）か
ら聞くことだろう

「私を作ったのは神であ
り、私はかの所から、す
べての生きものから成
り立つ完全な者として、
私自身だけで十分な者
として、何も必要としな
い自己充足者として生
まれて来た。

なぜなら、私の内には
すべてのものがあるの
だから。植物も動物も、
一切の生成するもの
も、多数の神々もダイ
モーン（神霊）たちの集
団も、善い魂たちも、徳
によって幸福な人間た
ちもだ。

というのも、大地はすべての植物と
あらゆる動物とで飾られ、さらに魂
の力は海にまで及んでいるのに、
他方、空気とアイテールと天の全
体が魂にあずかっていないなどとい
うことは、無論ないのであって、か
の所にこそ、すべての善い魂たち
がいて、星々と天の秩序ある永久
の回転運動とに生命を与えている
のである。

そして、この運動は
ヌース（英知）を真
似て、思慮深くも同
一のもの（地球）の
周りを常に回ってい
る。外部には何も求
めるものがないから
である。

ヌースと異なる善い魂
たちが地球の周りを
回っている、という新し
い概念の提示である

ところで、私の内にあるすべてのも
のは善を希求しているが、それぞ
れが自己の力に応じて、得ている
のでる。というのは、天全体も、私
の魂全体も、私の諸部分にいる
神々も、すべての動物も植物も、ま
た何か生命のないように見えるも
のが私の内にあるとすれば、それも
かのものに依存しているのだ。

そして、或るものたちは有るこ
とのみにあずかっているように
見えるが、或るものたちは生き
ることに、また或るものたちは
感覚することにおいてさらに多
く、また或るものたちともなる
と、すでに理性をもち、さらに或
るものたちは全き生命を得てい
る

というのも、（人は）等しくないも
のたちのために、等しいものを
要求してはならない。なぜな
ら、指にしても見る（働き）はも
たないわけで、その（働き）は目
がもっており、指には別のこと
が与えられている。それはつま
り、私の思うに、指であること、
そして指の（働き）をもつという
ことだ」
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ところで、火が水によっ
て消され、また別のも
のは火によって滅ぼさ
れるからといって、君は
怪しんではならない

なぜなら、それを存
在せしめたのも、他
者であったのだか
ら、それは自己自身
によって存在を獲得
して、他者によって
滅ぼされた、という
わけではない

しかもそれは、他者が滅ぶ
ことによって存在を得たの
であり、したがって、それに
とっても、このような仕方で
滅ぶということは、何も恐ろ
しいことをもたらさないであ
ろう。それにまた、その滅ぶ
火の代わりに別の火が（生
じることでもあるし）

というのは、あの非
物体的な宇宙（直
知界）においては、
それぞれのものが
不変であるのだが、
他方この宇宙にお
いては、全体とその
価値ある主要な部
分が永久に生きる

また魂たちは肉体
を移り替わりなが
ら、別の時には別の
姿をまとうのであ
る。だがある魂は、
力にかなう時には、
生成の外に佇ん
で、世界の魂と一
緒にいる

これに対して物体は
種別に、それぞれ
が全体的なもので
ある限りで生きてい
る。も果してそれら
から、生きものが生
まれもし、養われも
するのだとすれば、
である

そして、動は不動から出て
来るべきであったし、またそ
れ自身のうちにとどまる生
命からもう一つの生命が生
まれ出なければならなかっ
たのである。後者は、静止
している生命の、吐き出す
息であるので、いわば息づ
き、じっとしていない生命な
のである

また、生きものたち
の互い同士の攻撃
と殺し合いは、止む
をえないものであ
る。なぜなら、彼ら
は永久のものとして
生まれたわけでも
ないのだから

彼らが生まれたのは、原理が
素材の全体をとらえたからであ
り、そしてまた原理が自己の内
にすべてをもっていたからであ
る。そしてこれらは、かの上方
の宇宙（直知界）にあったもの
である。なぜなら、かの所にな
かったならば、どこからこれらが
来ることができただろうか

ロゴスは条理と訳され
たのだが、ここでいう
原理も原文はロゴス
か？

また、人間たちの互
いへの不正は、善
への希求にその原
因があるのだろう
が、ただ彼らが無力
なために、（善に）到
達することに失敗し
て、他の人間たちに
向かっていくのであ
る

しかし、不正を行う者は、当
然の罰を受ける。つまり、悪
徳の働きによって、彼らは
魂の劣悪な者となるし、
もっと悪い場所へ配置され
る。というのは、およそいか
なるものも、世界の法（掟）
のなかで定められているこ
とを免れることはできない
のである

なお、だれかが思っているように、秩序
は無秩序によって存在するのではない
し、法も無法によってあるのではない。
前者が、より劣悪なものによって生じ、
現れるという仕組みではなくて、むしろ
外から与えられた秩序によって、そして
秩序があるからこそ、無秩序があるの
であり、また法と理性によって、そして
理性があるからこそ、違法と無思慮が
あるわけである

これは、より善いものが、よ
り悪いものを作り出したとい
うことではなくて、より優れ
たものを受け取らねばなら
ぬものたちが、彼らの本性
のために、あるいは偶然的
事情と他者の妨害によっ
て、受け取ることができな
いという意味である

というのも、外
から与えられる
秩序に依存する
者は

－̶それ自身に
よってそれ自身
から、あるいは
他者によって他
者から－̶

その秩序を手に入れそ
こなうことがあるだろう
し、またこのような者
は、働きかける他者が
それを意図しないで、
別のことを欲求している
ばあいにでも、しばしば
その他者によって妨害
を受けるのだから

また自分自身によって自主
的な動きをする生きもの
は、時にはよりよい方向へ、
また時にはより悪い方向へ
傾くことがあるだろう。しか
し、何かの原因でより悪い
方向へ向かうばあい（の原
因）を探し求めるのは、おそ
らく無益なことであろう

なぜなら、当初にほんのわ
ずかの傾きが生じて、これ
がその方向へ進行して、過
ちを絶えずより大きく、より
重大なものとして行くので
あるから。それにまた、肉体
がまつわりついているし、そ
のために必然的に欲望が
生じることにもなる

また最初の思い
がけないお過ち
が見逃されて即
座に矯正されな
かったばあい
は、その人が
陥った方向への
好みを形成する
ことになる

しかし、とにかく（過ちには）
確実に償いが伴う。そして、
このような者となった人間
が、その清浄に相応した処
遇を受けることは、不公正
ではないし、また幸福に値
するだけの働きをしなかっ
た者たていに幸福であるこ
とが許されるように、と要求
すべきでもない

善い者だけが幸
福なのである。
というのは、神々
が幸福であるお
もそれゆえなの
だから
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だから、魂たちもこの世界の内で幸福であ
ることができるのだとすれば、ある魂たち
が幸福でないからといって、この場所を責
めるべきではなくて、むしろ特に対する賞
が提供されている競技場で、立派に競技
することのできない彼らの無力さこそ。それ
にまた、神に似た者とならなかった人たち
が、神に似た生活を送らないからといって、
何が不可解か

また貧乏と病気は、
善い人には何でも
ないことであるが、
悪い人には有益で
ある。それに肉体を
もつ者が病気にか
かるのは必然でも
ある

詩人テオグニス（25
6）に「貧乏は、賢い人
には背負っていて有
益」という言葉がある

そのうえ、これらです
ら、全体の統一的秩序
と充実のためには、全く
無益というわけではな
い。というのは、何かが
滅びたならば、世界の
原理はその滅びたもの
を別のもの生成のため
に余すところなく用いる
のであるが

－̶なぜなら、
何ものも決して
これによって把
捉されることを
免れないのだか
らーー

同様にまた、肉体が悪
くなったり、魂が似たよ
うなことをこうむって弱
化したばあいにも、病気
や悪徳に襲われたもの
は、別の連関と別の序
列に配属されるのであ
る

そして、あることは、たとえ
ば貧しさや病気はそれをこ
うむる本人を益するのだ
し、また悪徳は刑罰の実例
となることによって、さらに
またそれ自身としても多く
の利益を提供することに
よって、全体に対して何ほ
どかの有益な貢献をする

というのは、悪徳は（わ
れわれを）目覚めた者
とし、分別と理知を呼び
さまして邪悪の道に抵
抗せしめるし、また邪悪
な人間のもつ諸悪との
対比によって、徳がどん
な善であるかを悟らせ
るのである

これは、きわめて偉
大な力の仕業であ
る。悪をすら立派に
用いることができ、
形を失ったものを別
の形を作り出すため
に用いることが十分
できるということは

ただし、悪はこれら
の理由で生じたの
ではなくて、生じた
からにはそれらをも
しかるべきことのた
めに用いるのだとい
うことは、すでに述
べられた

一般に、悪は善の不足であ
ると考えるべきである。そし
て、この世界で善の不足と
いうことがあるのは、善が他
者の内にある以上、必然で
ある。つまり、善がその内に
ある他者が善とは異なるも
のであるので、不足を生じ
せしめるのである

なぜなら、この
もは元来善いも
のではなかった
のだから。だか
らこそ、「悪がな
くなることはで
きない」わけだ
が、

それは一つには、あるものが他のもの
に比して、善性の点で劣っているから
であり、

また一つには、他の者は善者とは異な
るものであって、自己の存立の原因を
かの所から得ているので、遠く離れて
いるために、このようなものとなってい
るからである
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次に価値不相応ということ、
つまり善い人が悪いものを
受け取り、劣悪な人がその
逆であるばあいに関して
は、まず、「善い人には何も
のも悪でなく、劣悪な人に
は何ものも善でないのだ」
と弁じることは、なるほど正
しい言い分ではあるが、

しかし、何ゆえに本
性に反するものが
ほかならぬこの人
に、そして本性に合
うものが邪悪な人に
（割り当てられるの
か）。これがどうして
正当な配分であろ
うか

いやしかし、本性に合うものも幸福であるこ
とに対して何も寄与しないのであれば、ま
た本性に反するものが劣悪な人間の内に
ある悪を減じさせるのでもないとすれば、
配分がこうであろうと、ああであろうと、何
のちがいがあるか。それはちょうどまた、一
方が肉体において美しく、他方が、つまり
善い人が醜いばあいにも、何のちがいもな
いのと同様である

いやしかし、似つかわしくて
比例している（配分）、そし
て価値に相応している（配
分）は、あちらの仕方であっ
たろう。だが現実にはそう
なっていないのだ。あちらの
方が、最良のはからいの行
うはずのことであった

さらにまた、善人が奴隷
で、劣悪者が主人であるこ
と、また悪人が国の支配者
で、優れた人が隷従者であ
ることはたとえこれらのこと
が善と悪の所有には寄与し
ないとしても、似つかわしい
ことではなかった

しかしまた、邪悪な
支配者は不法きわ
まることをやっての
けるだろう。また、
戦争でも悪人が勝
ちを制する。そして
彼らは捕虜を得て
から、何という醜悪
なことを行うことか

というのも、これ
らすべてのこと
は、はからい（摂
理）があるとす
れば、どうしてこ
ういうことが起き
るのかと困惑せ
しめるのである

なぜなら、なるほど
何かを作り出そうと
する者は全体を考
慮すべきであるとは
いえ、しかしまた諸
部分をも、しかるべ
きふうに整えること
が、彼の当然の務
めであろう

とりわけ、それら
の諸部分が魂
のあるもので、
生命をもち、あ
るいはさらに理
性をもつもので
あるばあいには
なおさらである

だから、はから
いはすべてのも
のに及ぶべきで
あり、はからい
の任務は何もの
をも度外視しな
いということ、ま
さにこのことに
ほかならない

かくて、もし、この世界は英
知に依存しており、英知の
力はすべてのものにゆきわ
たっている、とわれわれが
主張するのであれば、どの
ようにしてこれらのそれぞ
れが申し分のない状態にあ
るかということを、示すよう
に努めなければならない
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それではまず最初に、次のこと
を理解しておかねばならない。
すなわち（原理と素材との）混
合物の「カロース（申し分ない
状態）」を求めるばあいには、混
合していないものにおける「カ
ロース」と同程度のものものを、
すべて要求してはならないし、

第二位のものたちの内に第一位の
ものたちを求めてもならないので
あって、むしろ、この世界が身体を
もつ以上、これからも世界の内へ
何かが入って来ることを容認しな
ければならないし、この混合物が原
理からその能力上受け入れること
ができただけのもので－̶その程
度のものからは何も欠けていない
ならば－̶満足しなければならない

諸々の有
それはたとえば、だれかが感覚対象として
の最も美しい人間を探しているばあいに、
彼はこの人間がヌース（英知）の内の人間
と同じものであるべきだとは考えないで、
むしろ創造者が肉と筋と骨をもつ人間を、
それにもかかわらず原理で統括して、これ
らをも美化し、原理が素材の上に開花する
ことができたならば、創造者のこの作品を
受け入れるべきだと考えるであろう、ような
ものである

そこで、以上のことを前提
としたうえで、そこから求め
られているものへと向かわ
ねばならない。なぜなら、お
そらくわれわれは、この世
界がそれによって成立した
ところの、はからい（摂理）と
力との驚嘆すべきものを、
これらの内に見いだすであ
ろうから

ではまず、魂の
仕業のうちで、
悪時をはたらく
当の魂自身の
内にとどまるも
のに関しては

－̶たとえば悪
い魂が他の魂に
害を与えると
か、悪い魂同士
が互いに害し合
うばあいのそれ
に関しては－̶

そもそもこれら
の魂が劣悪で
あるということ、
そのことについ
て、はからう力
を責めるのなら
ば別として、弁
明をも説明をも
求めることは適
当でない

なぜなら、それは「選び取っ
た者の責任」だということ
を、われわれは承認してい
るのだから。というのは、す
でに言われたように、魂も
またそれ自身の動きをもた
ねばならないし、また彼ら
は単なる魂ではなくて、す
でに生きものでもあるから
である

したがってま
た、彼らが現に
あるような者で
ある以上、それ
に対応する生活
を営むことは少
しも不思議でな
ない

というのは、魂たちは、宇宙
があったからやって来たわ
けでもないのであって、宇
宙以前から彼らが宇宙に属
すること、それのために配
慮すること、それを成立せ
しめ、管理し、作り整えるこ
とを彼らは（仕事として）もっ
ていたからである

どのような
仕方でか

－̶彼らは上方に
君臨して自分たち
のもとから何かを送
り出すことによって
か、それとも下へ降
りて来ることによっ
てか、それともある
魂は先の仕方で、
別の魂は後の仕方
でか－̶

はともかくとして。なぜ
なら、今問題となってい
るのはこの点ではなく
て、それがどのような仕
方によるのであろうと、
とにかくそれを理由とし
てはからいを非難する
べきではない、というこ
となのであるから

しかし、悪
人とその反
対の者との
あの対比を

－̶つまり善い人が貧
困で、邪悪な人が裕福
であり、人間が必要と
するものをより劣等であ
る人が、にもかかわらず
より多く所有し、勢力を
振るい、諸国民をお諸
国家をも自分たちに服
属せしめている事実を
－̶

人が観察するならば（どうだ
ろうか）。そもそもこれは、
はからいが地上にまでは及
ばないからであろうか。いや
しかし、その他のことは原
理にしたがって起きている
のだから、これははからい
が地上にまでも達している
ことの証拠である

というのは、
動物も植物
も、原理と
魂と生命と
にあずかっ
ているから
である

しかしそれでは、はから
いは到達しても支配で
きないのだろうか。い
や、それは、この世界は
一つの生きものである
のだから、次のばあいと
似たことになるだろう

すなわち、もしだれかが人間の
頭と顔は自然と原理が支配す
ることによって生じたと言い、し
かしその他の部分をば他の原
因にーー偶然か必然かに－̶
帰して、このために、あるいは
自然の無力さのために、その他
の部分はつまらないものになっ
た、と言うばあいである

しかしこれらの部分が
申し分のない状態では
ないと譲歩して、その
理由でこの作られたも
の（人間の全身）をそし
るのは、敬虔でもなく敬
神的でもない
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そこで、まだ残っているの
は、これら（世界の下方部
分）がどうして申し分のない
状態であるのか、どのよう
にして秩序にあずかってい
るのか、あるいはどうして悪
くない情態にあるのかを探
求する仕事である

さてそれでは、すべての生きものの
上方の部分、つまり顔と頭はより美
しいが、中間と下方の部分はそれ
ほどではない。ところで、人間はま
ん中で下方におり、上方には天とそ
の内部の神々とがおられる。そし
て、宇宙の大部分、つまり周囲の
全天は神々であり、他方、地球は
星々の一つと比較してすら、いわば
一点に過ぎない

ところで、人間の間に不
正義が不思議がられる
のは、人人が人間より
も知恵のあるものは何
もないと考えて、人間こ
そこの世界において尊
いものだとみなすから
である

しかし実際には、人間
は神と野獣の中間に位
置していて、両方どちら
へでも傾き、ある者たち
は一方に、別の者たち
は他方に似たものとな
り、ある者たちはまた、
つまり大多数の者たち
は、その中ほどにある

そこで、一方の者たちは堕落して、
非理性的で野獣的な動物に近づく
なり、中ほどの者たちを引っ張り、
無理強いする。そして後者は無理
強いする者たちよりは善い人たちだ
が、彼ら自身も劣等で、善い人では
ないし、害を受けないように自分を
鍛えもしなかった限りにおいて、よ
り劣等な者たちによって支配される

さてそこで、もしある子供たちが肉
体を鍛錬し、しかし魂の面では無
教育のために、それよりも劣等に
なって、肉体面でも魂の面でも教
育を受けなかった他の子供たちを
レスリングで制圧して、彼らの食べ
物を強奪し、ぜいたくな衣服を取り
上げたならば、この事件はお笑いぐ
さ以外の何でありえようか

あるいはまた、彼らが態だと奢
侈の罰として、こういうめに会う
のを立法者が放置しておくこと
が、どうして正当でないだろう
か。彼らは体育を課されていた
のに、怠惰と柔弱で放逸な生
活とのために、自分たち肥えた
子羊をおおかみたちの餌食と
なるに任せたのであるから

他方また、この所業
を働いたものたちに
対しては、狼であ
り、不幸な人間であ
ることが、まず最初
の刑罰である。次に
このような者たちが
受けねばならないこ
とが、彼らを待ち受
けている

というのは、現世で悪人と
なって死ぬだけでは事はす
まないのであって、以前の
行いには原理と自然からし
て、それに相応するだけの
ことがいつでも伴うのであ
る。より悪い行いにはより悪
いことが、より善い行いには
より善いことが

因果応報であ
るが、それを
担保するシス
テムは何か？
原理と自然で
は説明になっ
ていない

いやしかし、このようなことは、レス
リング教場ではない。そこでは遊び
である。むしろ両方の子供たちが、
どちらもそれぞれの愚かさをもった
まま大きくなって、両者とも帯を締
め、武器を持った（ばあいを想像し）
なければならないだろう。このばあ
いには、レスリングで鍛えるばあい
よりも光景はいっそうみごとであろ
う

しかし現実には、一方
の者たちは武器も取ら
ず、他方が武装して征
服者となる。このばあい
に、武器を取らないもの
たちに代って、ある神が
ご自身で戦われるべき
だとは言えないだろう

戦争で救われる
のは、勇ましく
ふるまうことに
よってであっ
て、祈ることに
よってではな
い、と法は規定
している

なぜなら、作物の収
穫にしても、祈るこ
とによってではな
く、土地の手入れを
することによってで
あるし、健康に注意
しないで健康である
こともできないのだ
がら

また劣等な者たち
が－̶彼らがそもそ
も農作しているから
であろうと、もっと上
手に農作するから
であろうと－̶多く
の収穫を得るとして
も、不平を言うには
当たらない

それにまた、生活上
の他のすべてのこと
を自分の意見にし
たがって行い、神々
にお気に入るように
は行わなくても意に
介さないでいて、救
われることだけを
神々に求めるのは、

－̶しかも神々が、
これによって救われ
るようにと彼らにお
命じになっているこ
とを彼らはしないで
－̶

こっけいである。だ
から彼らには、世界
の法が臨まないよう
な仕方で生きてい
るよりも、死ぬ方が
よりよいのである

したがって、仮に（現状と
は）反対の事態が生じて、
あらゆる愚かさと悪徳との
内で平和が保持されるとす
れば、はからいは本当に劣
悪なものが有性であるのを
放置していることとなり、は
からいの仕事ぶりは怠慢だ
ということになるだろう

しかし悪人が、
臆病なために支
配される者たち
を支配してい
る。なぜなら、こ
れが公正である
からだ。あのこ
とがではなく
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というのも、はからいはわれ
われが無となるような仕方
で存在してはならないから
である。もしはからいがすべ
てであって、それのみがあ
るとすれば、それは（もは
や、はからいで）もないこと
になるだろう

なぜなら、それ
がなお何に対す
る（はからい）で
ありうるだろう
か。否、むしろ
神的な力のみ
が存在している
ことのなるだろ
う

もちろん後者は（神力）は現実にも
存在する。しかし、それは他者にか
かわっていくものである。それも他
者を滅ぼすためにではなくて、何か
に、たとえばある人間に臨んで、彼
の上にとどまり、真に人間である者
を、つまりはからい（摂理）の法にし
たがって生きる者を、すなわりはか
らいの法が命じる限りのことを行う
者を守るのである

そして、この法は、善い
人となった者には善い
生が、また悪人にはそ
の反対のものが伴うだ
ろうし、先々でも待ち受
けている、と定めるので
ある

因果応報を担
保するのはは
からいである

ところが、自分は劣
悪な人間になって
おいて、祈りさえす
れば、他人が当人
侍史jんのことを放り
出してまで自分た
ちの救済者となって
くれるはずだと考え
るのは、不当である

だからまた、神々が自分たちの
生活をなおざりにしてまで、
一々の点について自分たちを支
配されるはずだと考えること
も、また人間的な支配よりも優
れた生活を営んでいる善い人
物が、自分たちの支配者となる
はずだと（考えることも不当で
ある）

それにまた彼ら自身も、他人の
ためによかれかしと心を砕くよ
うな善い支配者が現れるように
とは、ついぞ配慮したことはなく
て、かえってだれかが自分自
身の力で善い人となったばあい
には妬むのである

もし彼らがこのよう
な人を指導者とし
たならば、善い人が
さらに多く育成され
たことであろうに

さて、人間は最良の生きも
のではなくて、中間の位置
を占めているが－̶彼はそ
れをみずから選んだのであ
る－̶それでも、彼が置か
れているその場所で、はか
らいによって滅びるに任せ
て放置されているのではな
くて、

神力が徳を強めるために用
いる多様な手立てによっ
て、常に上方へと引き上げ
られているので、人類は理
性的であることを失わない
で、最高度にではないにし
ても知恵と英知と学術技芸
と正義にあずかっている

少なくとも互いに対
する正義には各人
が。そして、他人に
不正を行うばあいに
も、そうすることが
正義だと彼らは考
えているのである。
相手がそれに相当
するのだから、と

人間はこのように美しい制
作物である。美しくあること
が彼に可能な限りにおいて
であるが。そして人間は世
界の内へ織り込まれている
のだが、地球上に住む限り
の他の生きものたちよりも
よりよい配分を得ているの
である

他方また、人間
より劣る他の生
きものたちにし
ても地を飾って
いるのであり、
心ある人はだれ
も彼らを非難し
はしないであろ
う

というのも、彼らが
人間を噛むという理
由で非難する人が
あるならば、まるで
人間は一生ぐっすり
と眠り続けねばなら
ぬとでも言っている
かのようでこっけい
である

これらの生きものも
存在することが必
要なのだ。そして、
彼らがもたらす利益
のあるものは一目
瞭然であり、また明
瞭でないものの多く
を時が発見した

だから、彼らの
うちの何ものも
無益には存在し
ていないのだ。
人間にとってす
らも、である

クリュシッポスが同じよう
なことを言っている（SVF, 
II 1163）

また彼らの多くが荒々し
いという理由で非難す
るのもこっけいである。
人間たちもまた荒々しく
なるのだから。そして、
彼らが人間を信用しな
いで不信感をいだいて
自己防衛するとしても、
何が不思議であろうか

人間が最良でも最
悪でもないという
位置にある、という
考えこそが、プロ
ティノスをキリスト
教から別にしてい
るところである
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しかし、人間は不本意に悪い人
となるのであり、みずから望ん
でそういう人になるのではない
とすれば、不正を働くものたち
を責めることも、不正を受ける
者たちを当人のせいでそういう
めに会うのだと責めることもで
きないであろう

人間存在の相
対性が神々の
宇宙の絶対性
が並立してい
る

それどころか、彼らがこ
のように悪人となること
が－̶（星々の）運行に
よってであれ、始原から
由来する帰結としてで
あれ－̶まさに必然で
あるとすれば、このよう
であることは、自然の成
り行きにすぎない

それどころかこ
のような状態を
作り出す者が、
原理それ自身
であるとすれ
ば、どうしてこれ
が不公正でな
いだろうか

いやしかし、「不本意
に」という説は、過ちが
不本意のものであると
いう意味である。そして
このことは行為者自身
が自分から行為すると
いうことを否定するもの
ではない

否、彼ら自身が行うの
であるから、まさにそれ
ゆえに、過ちを犯すのも
彼ら自身なのである。さ
もなければ、そもそも彼
らが過ちを犯すというこ
とすらありえぬこととな
るだろう。彼ら自身が行
為者でないとすれば

また「必然」とい
うのは、外部か
ら来るそれでは
なくて、「（当人
のせいで）どうし
ても」という意味
である

また「運行」の説にして
も、われわれ次第であ
ることが何もない、とい
うほどの意味ではない。
というのは、仮にもし一
切のことが外部から定
められるのであれば、そ
のようにとりはからう者
たちが望んだ通りの結
果となるである

したがって、彼らに
反することを人間は
何一つ行えないだ
ろう。仮に神々がそ
うとりはかられるとし
て、不敬虔な人間
ですら（それに反す
ることを行えない）

しかし実際
には、それ
は人間から
発するので
ある

また始原が与えら
れて、それに続くも
のが次々に成就さ
れて行く際には、そ
の他の始原である
限りのものもすべ
て、因果の連鎖の
内に取り入れられる
ことが必要である

そして、人間もまた
始原なのである。な
ぜなら、人間はとも
かく、美しいものに
向かうばあいには、
自己の本性によっ
て動かされるので
あり、そしてこれ（本
性）は一つの自主的
な始原なのである
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しかし、それではそれ
ぞれは、自然の必然性
と（因果の）連関とに
よって現にあるようにあ
り、そして可能な限りで
よいぐあいである、とい
うわけだろうか

いやそうではなくて、原
理が支配しつつこれ一
切を作り出すのであり、
これらがこのようである
ことを彼（原理）が欲す
るのであり、いわゆる悪
にしても、彼自らが原理
にしたがって作り出すの
である

彼はすべてが善いものであることを欲
しないのである。それはちょうど、だれ
か芸術家が動物の全部分を目として
制作することはないのと同様である。そ
のように原理も、すべてを神としてでは
なく、ある部分を神々として、ある部分
を第二位のものであるダイモーン（神
霊）として、さらに人間と諸々の動物を
序列的に作り上げたのである

原理が世界を作り上
げたことになっている
が、そのきっかけは何
か

これは物惜しみ
したわけではな
くて、原理が英
知的多様性を
蔵するゆえであ
る

ところがわれわれ
は、絵画の技術に
無知な人たちのよう
に、色がすべての
個所ではきれいで
ない、と非難してい
る。けれども彼は、
それぞれの場所に
ふさわしい色を与え
たのである

また国々に
しても、法
制の良好な
国家です
ら、等しい人
びとから成り
立ってはい
ない

あるいはまた、それ
はだれかがある劇
を、その登場者す
べて英雄であるの
でなくて、召使いも
いれば、いなか者で
ことばの野卑な男も
いるという理由で非
難するようなもので
ある

実際には、その劇は
劣等な人物がそこ
から取り除かれるな
らば、よい劇ではな
くなる。それはこれ
らの人物によっても
構成されているの
だから
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さて、そこでもし原理自
身が自己を素材の内へ
はめ込んで、これらを作
り上げたのだとすれば、
そしてその際、原理は
現にあるようなものであ
ると、つまりその諸部分
が互いに似ていないの
だとすれば、

そしてそれがこのような
ものであることは、それ
の前の者（ヌース）に由
来するのだとすれば、
生じたこのものもまた、
このようにして生じたの
であるからには、自分よ
りもっと美しい他のもの
をもつことはできないだ
ろう

これに反して、もしも原
理のすべての部分が似
ていて同じようであると
すれば、そういう原理は
生じえなかっただろう
し、（生じたとすれば）こ
の方式は非難されるべ
きものであろう

なぜなら、
原理はあら
ゆるもので
あるので、
その各部分
は異なるわ
けである

だが、もし原理が自己の外部
から他のものを、たとえば、魂
たちを連れて来て、彼らをこの
制作物の内へ、彼らの本性に
反することであるのに無理やり
にはめ込んで、彼らの多くをよ
り劣悪なものとしたのであれ
ば、どうしてこれが正当なやり
方だろうか

いやむしろこう言うべき
だ．魂たちも原理のいわ
ば部分なのであり、原
理は魂たちをはめ込む
ことよって、彼らにふさ
わしい場所に（各自の）
価値に応じて配置する
のである、と
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それにまたあの論を手
離してはならない。それ
によると、原理はその時
その時の現在に目を向
けるのではなくて、以前
の諸期（前期）と、さらに
また未来（後世）とに目
を向けるのであり、した
がって、

そこから(各人の魂の)
価値を定めて、彼らの
位置を移し変えるので
ある。前世で主人あっ
た者たちを（今世では）
奴隷にするが、それは
彼らが悪い主人で会っ
たばあいで、またこうす
ることが彼ら自身の利
益でもあるからである

また財産を不当に用いたな
らば、原理はその者たちを
（次の生では）貧乏人にす
る。ただし善い人にも、貧乏
であることは不利益でない
が。また不正に人を殺した
者は、殺される。行うものか
らすると不正に、しかもこう
むる者からすると公正に

このように原理は、
こうむるであろう者
を、彼がこうむるべ
きでることを行うの
に適当な者と同じ
所に落ち合わさせる
のである

というのも、人は偶然に奴
隷となるのではなく、たま
たま捕虜になるのでもな
く、理由なしに肉体面で陵
辱されるのでもなくて、今こ
うむっているそのことをかつ
ていつかは行った者であっ
たのである

また、だれかある男
が自分の母親を殺
したならば、女に生
まれて息子に殺さ
れるであろうし、女
に乱暴した男も乱
暴されるように女に
生まれ変わるであ
ろう

だからこそ、神的な言
い伝えによって、アドラ
スティアということばが
あるわけだ。なぜなら、
この仕組みこそ、真にア
ドラステイアであり、真
にティケー（公正の女
神）であり、驚嘆すべき
知恵なのだから

逃れられない
こと。報復の女
神ネメシスの
別称

なお、全事物の
秩序が何か次
のようなもので
あることを、この
世界のなかの
目に見える事実
から推定しなけ
ればならない

すなわち、この秩序はすべての
ものに、最小のものにまで及ぶ
ほどのものであり、そしてこの
技術は単に神的なものにおい
てのみでなく、ちっぽけなおの
として摂理が軽視するだろうと
人が想像するであろうようなも
のにおいても、驚嘆すべきもの
なのである

たとえばどんな動物に
でも見られる多様で、
驚くべき細工ぶり、そし
て植物の果実や、さら
に葉にまで見られる形
の良さ、いともたやすく
美しい花を咲かせること
や、繊細さ、多彩さのよ
うに

そしてまた、これらのこ
とがただ一度だけ作り
出されてそれでおしま
いになるのではなくて、
天上のものたちが同じ
ように、（しかし一年中
まったく）同じようにでは
なく運動するのにした
がって、常に作り出され
ているのである

だから、地位を移し変
えられるおの（魂）は、
理由なしに移され、別
の形態を取るという仕
方でではなくて、美しい
仕方で、そしてそのよう
に取り計らうことが神的
な力にふさわしい仕方
で移し変えられるわけ
だ

というのも、すべて神的なもの
は生まれついている通りに働く
のであり、そしてそれはそれの
実体（本質）に対応するように
生まれついており、またそれの
実体はそれの活動において美
と正義とを一緒に産出するよう
になっているから

なぜなら、もしこれ
らのもの（美と正義）
がそこにないとすれ
ば、いったいどこに
あるだろうか

世界がこのような
ものであるから

美しい（正しい）仕
方で取り計らわれ
るという理由にな
るだろうか
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だから、この世界の仕組みはヌース（英知）
にしたがっているのだが、ただしそれはロ
ギスモス（考量）によらないで成り立ってい
るという仕方でそうなのであり、しかもそれ
は仮にもしだれかが考量を完全にめぐらす
ことができたばあいに、（世界を）これとは
ちがったように作り出すことができないのを
その考量は見いだすので、彼が驚嘆する
だろうようなふうに成り立っているのである

考量ではなく、
英知的な仕方
で成り立ってい
る（原理が世
界を作ってい
る）のだから

同様なことが個々の
ものの本性の内に
も認められる。これ
らは、考量による仕
組みよりも、さらに
英知的な仕方で永
久に生成しているの
だがら

だから、常に生
成しているもの
のそれぞれの
類に関して、そ
れを作り出した
原理を責めるこ
とはできないの
である

ただし、だれか
がこう要求する
ならば、別であ
る。すなわち、
それぞれのもの
が生成しない永
遠のもの

－̶英知的領
域においてであ
れ感覚的領域
においてであ
れ、いつも同じ
ようであるもの
－̶

直知界の
すべてと感
覚界の天
と星々

と同様のものと
して生じるべき
であった、と要
求するならば

そして、さらに多くの善
が付加されるべきだと
この人が求め、それぞ
れのものに現に与えら
れている形相は十分で
ない、たとえばこの動物
には角がないから、と信
じるのであれば

しかしこの人は、原理が一切のも
のにゆきわたらないということは不
可能であったこと、だが、より小な
るものはより大なるものの内で、そ
して部分は全体の内で存在するほ
かはないこと、部分が全体と等しい
ことは不可能であること、そうでな
ければそれらは部分でもないだろう
から、ということに気づいていない
わけである

というのは、上
方（直知界）の
ものはそれぞれ
が一切のもので
あるが、下方（こ
の世界）のもの
はおのおのが一
切ではないから
である

だから人間もまた、一部分
である限りではそれぞれは
全体ではない。ただし、部
分である何かの内に、その
どこかに部分ではない別の
何か（ヌースや魂）があるな
らば、これのおかげで前者
もまた全体である

しかし、個々の人間は、
個物である限りでは、
自分が卓越性の極地に
達しているほどに完全
であるべきだと要求し
てはならない。なぜな
ら、そういうものはすで
に、もはや一部分では
ないだろうから

とはいえ、部分がより大
きい価値をもつように飾
られることが全体にとっ
て妬まれるわけではな
い。なぜなら、部分はよ
り大きい価値で飾られ
るならば、全体をもより
美しくするのだから

というのも、部分がその
ようなものとなるのは、
全体に似せられることに
よってであり、そういうも
のであることをいわば許
されることによってであ
り、そういうふうに配列さ
れることによってである

だからこそ、人間の占める場所に
あっても、何かが彼の内で光り輝い
ているが、それはちょうど神的な天
でも星々が光り輝くようなものであ
り、そしてこの場所から壮大で美し
い、いわば神像が、ーーこれが魂を
もつ生きものであるか、それともヘ
パイストスの神業の作であるかは
ともかくとして－̶眺められる

そしてこの神像に
は、顔にも星々が、
胸にも他の星々が、
またその他星々が
位置するにふさわし
い場所にはきらめい
ている
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さて、一方、個々のもの
はそれ自体で考察され
るならば以上のようで
あるが、他方、生み出さ
れた、そして常に生み
出されているこれらの
からみあいは、懸念と困
惑をもたらすであろう

それは、他の動物
たちの互い同士の
食い合いと、人間の
互いへの攻撃、そし
て闘いが常にあり、
終結も休戦も基体
できないという点で
ある

特に、このような状
態をつくり出したの
が原理であるなら
ば、そしてこの状態
が結構なものだと
主張されるのであ
れば、なおさらそう
である

というのは、このように主張
する人びとに対しては、も
はやかの論も助勢しないか
らである。つまり、それは可
能な限りは結構な状態にあ
るのだが、素材が原因で
劣った状態にあるという論、
そして「悪は滅び去ることは
不可能だ」という論である

なぜなら、（事態は）ま
さにこのようにあるべき
であったのであり、これ
で結構なはずなのであ
り、また素材が自分から
やって来て制圧したの
ではなくて、このような
状態となるために素材
も連れて来られたので
ある

いやむしろ、素材自身も
また、原理が原因でこ
のようなものとされてい
たのである。だから始
原は原理であり、一切
のものが原理である。
原理によって生じるもの
も、生じる際に不可避
的にこのように配置され
るのも

原理では
なく、条理
という訳の
方がよいの
では

では動物の間
に、そしてまた
人間の間に見ら
れる無慈悲な
戦いにどういう
必然性があるの
か

それはまず、食い合いが必然なのは、
それが動物の交替であり、しかも彼ら
は、たとえだれも彼らを殺さなくても永
久にそのままで生き続けることはでき
ないからだ。そして、動物たちが（この
世を）去らねばならぬ時間に、彼らから
他のものへ利益が与えられるという仕
方で去らねばならないとすれば、なぜ
それを妬む必要があるだろうか

それにまた彼らは、食べら
れても、（魂は）他のものと
なって生まれ変わるのだと
すれば、（食べられること
が）何だろうか。それはちょ
うど舞台上で殺された役者
が、衣裳を変えて、新たに
他の人物に扮して再び登
場するようなものである

しかし、この
者は本当に
死んだので
はない

だが、死ぬというこ
とも、あのばあいに
衣裳を替えることで
あったように、肉体
を替えることだとす
れば、あるいはまた
ある人びとのばあい
には肉体を脱ぎ捨
ててしまうことだと
すれば

－̶ちょうど
あのばあい
には役者が
舞台から最
終的に退場
してしまうよ
うに－̶

動物たちのこのよう
な相互への変身
が、どうして恐ろし
いことだろうか。こ
れは、最初から生ま
れさえしなよりもは
るかによいことなの
だから

なぜなら、そのばあ
いだと、生命の不毛
さと他者の内で存
在することのできな
い無力さがあるだけ
だから

しかし現実には、世界
の内には多大の生命が
あって、あらゆるものを
作り出し、生の色とりど
りの模様を織り出し、美
しくて見目形のより生き
た玩具を引きも切らず
作り出すことを決してや
めようとしないのである

次に、人間が互いに対して武器を構え、そ
してその際彼らは死すべき身でありながら
戦踊りで戯れに行うように、陣列をきれいに
整えて戦うという事実は、人間的な真剣な
努力もすべて子供の遊びであることを明示
し、また死は恐ろしいものではなく、戦争や
戦闘で死ぬことは年老いて死ぬのを少し
先取りするだけで、早く去り、そして早く
帰ってくることなのだ、と告げているのであ
る

また、彼らが生きている間
に財物を奪い取られるとす
れば、これらのものはそれ
以前でも自分のものではな
かったのだということを彼ら
は認識できるだろうし、また
略奪した者たちにしても、
その所有は後にまた他の者
たちが彼らから奪い取る時
に物笑いの種となるだろう

他方また、略奪
者たちが再び奪
われることはな
いとしても、この
所有は、奪われ
ることよりさらに
悪いこととなる
のである

またわれわれは、殺害
やあらゆる形での死や、
都市の占領と略奪を、
ちょうど劇場の舞台上
にそれらを観るように眺
めなければならない。す
べては場面の移り変わ
りであり、衣裳替えであ
り、涙と悲嘆の演出で
ある

というのは、ここ（地上）でも
人生のひとつびとつの出来
事に際してーー全大地とい
う舞台上の、その無数の場
所で人間たちが劇を演じる
ばあいに－̶悲嘆にくれ、
哀悼し、あらゆることを行う
のは内なる魂ではなく、人
間の外側の影なのである

なぜなら、そのようなふ
るまいは下等な生、外
面的な生だけを生きる
ことを知っている人間、
たとえまじめに流された
涙の内にあっても、実は
自分は戯れているの
だ、ということを知らな
い人間のすることである

というのは、まじめ
な部分によっての
み、まじめな仕事に
おいてまじめに努力
することが可能なの
であって、人間のそ
の他の部分は玩具
である

しかし玩具もまた、
まじめに努力するこ
とを知らない者た
ち、そして自分自身
も玩具である者たち
によって、まじめに
扱われるのである

しかしもし、だれか
が彼らと一緒に戯
れていて、そのよう
なめに会うならば、
それは自分が子供
たちの遊びに巻き
込まれて、自分の
着けていた玩具を
脱ぎ捨てるのだ、と
彼は知るべきである

そしてソクラテスも
また戯れることがあ
るとしても、彼は外
側のソクラテスに
よって戯れているの
である

なお、次のことも考慮され
なければならない。すなわ
ち、子供たちにしても、悪で
ないことのために泣いたり
悲しんだりするのだから、
（大人たちが）泣いたり悲嘆
にくれるという事実が悪いこ
とが起きたことの証拠だと
考えるべきではないのであ
る
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しかし以上で言われたことが正
しいとすれば、どうして邪悪さが
なお（存在しうるだろうか）。ま
た不正がどこに、過ちがどこ
に。なぜなら、一切のものが申
し分のないように生じているの
であれば、行為者が不正を行う
とか、過ちを犯すことがどうして
ありえようか

また、彼らが過ちを犯さず、不正も
行わないとすれば、どうして彼らが
不幸であるだろうか。また生起する
ことも行われることもすべて自然に
したがっているのだとすれば、どう
してあることは自然にしたがってお
り、他のことは自然に反している、と
われわれが言うことができるだろう
か

また作り出されるものがそのよ
うなものであるならば、神的な
ものに対する何らかの不敬行
為がどうしてありうるだろうか。
もしそうならば、まるでだれか
ある詩人が、劇中で役者がそ
の劇の作者その人を誹謗し軽
蔑するように筋書きを作るよう
なものであろう

そこで、われわれはもう
一度、今度はもっと詳
細にこの原理が何であ
るかを、またそれが以
上のような性質のもの
であるのはもっともだと
いうわけを説明しよう

では、この
原理は

ーーあえて言わねばな
らないのだが。そうすれ
ば多分われわれは言い
当てるだろうから－̶

混じり気のないヌース
（英知）ではなく、アウト
ヌース（英知自体）でも
なく、かといってまた純
粋な魂の類いでもなく
て、これ（純粋な魂）に
依存するもので、英知
と魂の両者から発す
る、いわば一種の輝き
である

魂が英知によくしたがっ
ている状態において、
両者がこの原理を生み
出したのである。そして
この原理は、一種のす
じみち（条理）を静かに
保存している生命であ
る

ヌースとそこから流れ
出すロゴスを保持して
いるのが「この」原理で
あるのだろうか？

訳の原文を調査する
必要がある

なお生命はすべて、つ
まらないものでも、エネ
ルゲイア（活動）であ
る。そしてこの活動は、
火が活動するようなも
のではない。生命の活
動は、何らかの知覚を
そこに伴わないばあい
でも、でたらめでない一
種の動きである

少なくとも、生命が臨んで
いるもので、何であれ、どう
いうようにであれ、あずかっ
ているものは、直ちに条理
化される。つまり形づくられ
るのであるが、これは生命
のもつ活動が形づくる力を
持ち、形づくるという仕方で
動くからである

だから、生命の活動は技術的
であって、たとえば踊っている
人が動かされているようなもの
である。というのは、舞踊者自
身このように技術的な生命に似
ているし、また彼を動かすのは
技術であり、その動かし方は、
生命自身も何かそのようなもの
であるかのように思わせる

以上のことは、生命
を－̶どんな生命
でも－̶どのような
ものであると考えね
ばならないかを示す
ために言われたの
である

さてそこでこの原理は、一つで
ある英知と一つである生命ーー
両者ともそれぞれ充実している
－̶から出てやって来たのだ
が、一つの生命でも何らかの一
つの英知でもなく、あらゆる点
で充実しているのでもなく、そ
れが自己を与えるその対象に、
自己の全体をすっかり与えるの
でもない

そしてそれは諸部分を
相互に対立せしめ、欠
乏的なものとし、戦争と
争いを発生させ、存続さ
せ、このような仕方でそ
れは一つのものではな
いが、統一された全体
的なものである

というのは、それは自分
自身に対してーー自己
の諸部分ーー敵対的で
あるけれども、劇のロゴ
ス（筋）と同じ様な意味
で一つであり友好的で
ある。劇の筋は、それ自
身の内に多くの戦いを
含みながら、一つのも
のであるのだから

さて、劇の方は対立する諸要素を、
いわば説明全体の進行のうちで、
互いに唱和するものと化せしめるこ
とによって、対立してきたものたち
をいわば一つの調和へとまとめあ
げるのだが、他方、この世界のばあ
いには不和である諸要素の対立
は、一つの原理から出て来るので
ある

したがって、人はこれ
を、相対立する音から
成り立つ調和により適
切になぞらえることがで
きるだろう。そしてま
た、人は、ではいったい
なぜ原理の内に対立す
るものが含まれている
のかを問い求めること
だろう

さてそこで、このばあい
にも、高い音と低い音が
原理を作り出して、この
両者が合体して一つの
ものとなる。つまり両者
はおのおのが調和の原
理であり、それが別の
もっと大きい原理である
調和そのものとなる

両者はそれぞれ
が、より小さい原理
で、後者の部分で
あるわけだ。そして
また、この世界にも
相反するものが存
在する事実をわれ
われは見るのだが

－̶たとえば白
い黒い、熱い冷
たい、それから
羽根がある羽根
がない、足があ
る足がない、理
性をもつ、理性
を欠くーー

これらすべては、一つの
全体的な生きものの諸
部分なのである。そし
て、世界全体はその諸
部分が多くの点で対立
しているけれども、自己
自身に同意しており、全
世界が原理にしたがっ
ている

とすると、この一つの原
理は、相反する諸々の
原理から成り立つ一つ
の原理であることが必
然である。なぜなら、こ
のような対立こそが、そ
れに成り立ちをいわば
実体を与えるのだから

相反する
小原理が
実体を与
えるとは何
か？

というのも、それが多で
なかったならば、それは
全体的なものでもなく、
原理でもなかったこと
だろう。そして、それが
原理である以上は、自
己に対して異なってお
り、そして最大の相異
は対立（エナンティオー
シス）である

したがって、もし原
理がとにかく互いに
異なるものたちを作
り出すのであれば、
最も異なるものを作
り出すはずで、これ
より少なく異なるも
のを作りはしないだ
ろう

多種類のもの
を作るために
その極端に相
反するものを
置く、という、
相反する小原
理の存在理由

したがって、原理は
極度に異なるものを
作り出すのだから、
必然的に互いに敵
対するものを作り出
さねばならないであ
ろう

そして、原理が自
己を単に異なるもの
たらしめるばあいに
ではなくて、そのう
えまた敵対的なも
のたらしめるばあい
にこそ、原理は完全
なものであるだろう

プロティノ
スらしい
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このように原理は本来常に
作り上げるような性質のも
のなのだから、まして作り
出されるものが広がり隔
たっていればいるほど、そ
れだけいっそう原理は作ら
れるものを互いに敵対的な
ものとして作り出すであろう

だから、この感覚される
世界は、それの原理よ
りもより少なく一であり、
したがってまた、それは
より多く多で、より多く
の敵対性があり、それ
ぞれのものは生きること
へのより多くの希求と、
合一へのより多くの愛
欲をもつことになる

そこで、愛するものが自己
の善を求めて急ぐ際に、愛
されるものを－̶これが可
滅的なものであるばあいに
－̶滅ぼしてしまうこともし
ばしば起きるし、また部分
の全体への希求は、自分が
引き寄せ得るものを自分の
内へ引きずり込むという結
果をもたらす

このようにして善い者も悪
い者も生じるわけである。
それはちょうど踊り手が、同
一の技術に動かされて、相
反する役を踊るようなもの
である。彼の踊りのある部
分は善いしぐさで、ある部
分は悪いしぐさだとわれわ
れは言うだろうが、これで
結構なのである

しかし、そう
であるとも
はや悪い者
はいないこ
とになる

いや、悪い者が
いることは否定
されていないの
だが、ただ彼ら
は自分からその
ような者となる
のではない、と
いうわけだ

しかし、それでは悪
い者に対して、おそ
らく同情が与えられ
るべきだろう。ただ
し同情が与えられる
かどうかも原理が定
めるのだとすれば、
別だが

しかし実際、原理はこのような
者たちの上には同情すら起きな
いように定めるのである。そし
て、それのある部分は善い人間
で、他の部分は邪悪な人間で
あって、それも邪悪な方がより
多くの部分を成しているとすれ
ば、それは劇のばあいと同じこ
とである

つまり、詩人は彼らに或るものを授
けるが、しかし他のものに関して
は、すでに存在するものを使うだけ
である。というのは、彼は主役をも、
第二、第三の役をも自分で作り出
すのではなくて、それぞれの役者
にふさわしいせりふを与えることに
よって、各人を各人が置かれるべ
き位置に配するわけである

劇のシナリオ
のようにこの世
界は繰り返さ
れるのか、ある
いはただ一回
なのか？個々の
魂は輪廻する
としても

そしてまさに同様に、ある場所
は善い人に、別の場所は悪い
人にと、各人にふさわしい場所
が定まっているのだ。そこで両
者どちらもが、自然にしたがっ
て、そして原理にしたがって、
どちらかふさわしい場所におも
むき、自分で選んだ場所を占
めることとなる

そしてそこで、一方は不敬
虔なせりふを口に出し、悪
人の仕業を行うが、他方は
その逆のことを（言ったり
行ったりする）。なぜなら、
劇が始まる以前から、その
ような性質の役者がいて、
自分たちを劇へ持ち込むの
であるから

『法律』X904c

さてそこで、一方、
人間の作る演劇で
は、詩人が授けるの
はせりふであって、
役者たちは自分自
身のもとから自分自
身によって、それぞ
れがみごとな（演
技）と下手な（演技）
とを提供する

アリストテ
レス『形而
上学』
X4,1055
a4

というのは、役
者たちは詩人の
授けるせりふに
応じて、所作事
も演じなければ
ならないわけだ
から

他方、もっと真正の創
作物においては－̶そ
してこれを、詩的才能
をもつ人間が部分的に
模倣しているわけだが
－̶演じるのは魂であ
り、そして魂は演じる役
割をポイエーテース（創
作者）から授かるのであ
る

ちょうど劇の役者た
ちが、面や衣裳や
サフラン染めの王
衣やぼろ切れをもら
うように、魂もまた
運を受け取るので
あって、偶然にそれ
らに出会うわけでは
ない

なぜなら、それらも
原理にしたがって生
じるのだから。そし
て、魂はそれらに自
分をしっくりとはめ
込むことによって、
唱和する者となり、
自己をこの劇と原
理全体に服せしめ
るわけである

そして魂は、歌
を歌うかのよう
に、行為その他
魂が自分緒性
格にしたがって
行うであろう限
りのすべてのこ
とを、いわば歌
うのである

そして、彼の発生と所作が美し
いか醜いか、またそれがその創
作物に－̶少なくとも外見上
でーー飾りを添えたか、

それとも彼の声の悪さを付け足
して、なるほど劇はもとあったま
までちがったものとはならな
かったが、しかし彼自身がぶざ
まな姿をさらしたか、

それに応じてこ
の劇の作者は、
優れた批評家と
しての務めも果
して、一方の役
者をそれ相当に
軽んじて退場さ
せ、他方の役者
とこれまで以上
に重んじて、

もしもっとみごと
な劇があるなら
ば、そこへ彼を
送り、前者を
ば、もしもっと悪
い劇があるなら
ばそちらへ回す
のであるが、

まさに同様の仕
方で、魂は創作
物であるこの世
界に入って来
て、自己をこの
劇の一部分のも
のとするのであ
る

そして役を演じるに際して
は、立派にか、まずくかは、
自分の側から寄与するのだ
が、世界に登場する際に位
置を割り当てられ、またそ
のすべてのものを－̶自己
自身と自己の仕業だけは
別だが－̶受け取るので
あって、賞罰もまた与えら
れる

しかし、この（世界の）役者たち
には、それ以上の何かが与えら
れている。というのは、彼らは舞
台よりももっと規模の大きい場
所で役を演じるのだし、またそ
の作者は彼らを世界の主人た
らしめるし、また彼らは実に多
種多様の場所へ行くことのでき
るもっと大きな力をもっている

そして、自己の
名誉と不名誉に
自分自身でも
寄与することに
よって、自己の
名誉と不名誉を
決定するのであ
る

というのは、そ
れぞれの場所
は性格に一致し
ており、したがっ
て各人は、世界
の原理と声を合
わせているわけ
だ

つまり各人は、
自分を受け取っ
てくれるであろ
うある部分へ、
正義にしたがっ
て自分をしっくり
とはめ込むので
ある

それはちょうど、それぞ
れの弦が、各自が音を
発するロゴス（割合）に
従って、つまり各自の音
を発する能力がどのよ
うであるかに応じて、適
当な似つかわしい場所
に配置されるようなもの
である

というのは、世界全体に
おいても、それぞれのも
のが当然の場所に配置
されたならば、悪い音を
出す者が暗黒とタルタ
ロスの内に置かれるな
らば、ふさわしさと美し
さがあるわけである。

地底、地
獄、奈落

なぜなら、このような場所ではその
ような音を出すことが美しいのだか
ら。だから、各人がすべてリノスで
あるばあいにではなくて、各人が彼
の発声を寄与して、一つの調和を
完成せしめ、彼自身も生命の調べ
を歌うーーただし、より小さい、より
劣った、より不完全な生命を̶̶
ばあいに全体は美しいのである

神話的弦
楽器の名
手で歌手

それはちょうどシューリンクス（牧
笛）のばあいにも音は一つでなく、
中には弱くて鈍いのもあるが、それ
もシューリンクス全体の調べに寄与
するようなものである。そのわけ
は、その調べが等しくない部分に
分かれており、どの音もみなちがっ
ているのだが、完全な音はそれら
すべての音から成り立つ一つの音
だからである

同様に、全体的原理もまた一
つであるが、等しくない部分に
分けられている。だからこそ、こ
の宇宙にはいろいろちがった場
所が、よりよい所もより悪い所
もあるのだし、また魂たちも等
しくなくて、等しくない場所に、
それぞれが上のような仕方で
自分をしっくりとはめ込むので
ある

そこで、ここでも、同じよう
なことが起きるわけだ。つま
り、場所は似ていないし、魂
たちも同じでなくて差があ
り、異なる性格をもってい
る。それはあたかもシューリ
ンクス、あるいは何か他の
器具に見られる不類似のご
ときものである

そして、魂たち
は相互に異なる
場所にいて、そ
れぞれの場所
で自分たちの歌
を、その場所と
全体とに和して
歌うのである

そして、魂たちの拙
く（歌うこと）は、世
界全体からすれば
美しいのであり、自
然に反する（歌いぶ
り）は、世界からす
れば自然に合って
いるのだが、それで
もやはりその音声は
劣悪なのである

けれども、こういうように
歌う魂は、全体をより悪
くはしない。ちょうど－ー
別のたとえを用いる必
要があるならばだが
－ー処刑吏がならず者
であっても、よく治めら
れている国家を彼がよ
り悪くすることはないよ
うに

なぜなら、この
者も国家では必
要であり、こうい
う性質の人間も
しはしば必要で
ある。この者も
そこに美しく位
置しているので
ある

この部分を
削除する
べきだと言
う現代の批
評家がい
るという
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ところで、劣った魂とよ
り優れた魂とがあるの
は、ある魂たちのばあい
には別に原因があるの
だが、他の魂たちはい
わば初めからみなが等
しくはないからである

というのは、魂
たちもまた－ー
原理に対応して
－ー（一つのも
のであったの
が）離れ隔たっ
てからは、等しく
ない部分となっ
たからである

それにまた、
（魂には）第二、
第三の部分が
あり、魂はいつ
でも同じ部分に
よって活動する
のではない、と
いう事情も考慮
しなけらばなら
ない

第二は感覚的
動物的作用を
する部分、第
三は植物的な
作用をする部
分

しかし他方におい
て、次のようにも言
わなければならな
い。というのも、われ
われの論は、明確
にするために多くの
ことを要求するのだ
から

すなわち、詩人が
授けるせりふ以外の
ことを何かしゃべる
ような役者を持ち込
むことは、絶対にす
べきでない

なぜなら、それだと
まるで詩人の書い
た劇自体が未完成
で、詩人が途中の
個所を空白にして
おいたので、役者た
ちが欠けている所を
自分で補充するよう
なものである

これでは役者がただの役
者ではなくて、詩人の一部
であり、しゃべるであろうこ
とを彼があらかじめ承知し
ていて、そのために残りの
部分に（自分が補充する）
部分をうまくつなぎ合わせ
ることができるかのようであ
る

というのは、この世界においても、
悪い仕業の帰結と結果を、諸原理
が原理にしたがってつなぎ合わせ
るのであるから、たとえば姦通や武
力による強奪から健全な子供が、
時には優れた人物する生まれる
し、また邪悪な人間たちによって壊
滅せしめられた都市から、さらによ
い別の都市が生まれるばあいのよ
うにである

さてそこで、悪
い仕業を働く魂
や、善いことを
する魂を持ち込
むことがおかし
くないとすれ
ば、

－ーなぜなら、われ
われは原理から悪
い行為を取り除くこ
とによって、善い行
為をも奪い去ること
になるだろうから
－ー

役者たちのふるまいを、劇
のばあいにもそうであるよう
に、世界における原理の一
部分であるのだと、そして
ここでも同様に立派に（演じ
ること）とその反対のことと
は、原理そのものからひとり
びとりの役者に与えられる
のだと、考えることを何が
妨げようか

しかもこのばあいに
は、この<演劇>が
より完成されたもの
であり、一切が原理
から出て来るので
あるだけに、それだ
けいっそう、そうな
のである

しかし、悪いことをする
のは、何のためか。ま
た、より神的な魂たちも
この世界の内ではもは
や無（自主性のない）で
あり、すべての魂が原
理の一部分にすぎない
というわけだろうか

また、原理はすべて魂
であるのか。そうでなけ
れば、どうしてある原理
は魂で、他のものは単
に原理であるにすぎな
いのか、すべての原理
が何らかの魂に属して
いるのに

プロティノスのエネアデス
「神のはからいについて第二編」III-3-(48)

1
では、これらについてどう考
えるべきか。それはこうだ。
全体的原理は、善い行いだ
けでなく、悪い行いをも包
蔵しているのであって、後
者もこの原理の部分なのだ

というのは、全
体的原理がこ
れらを生み出す
のではなくて、
それはこれらを
含んで初めて
全体的なものな
のである

なぜなら、諸原
理はある全体的
な魂の働きであ
り、そして諸部
分は（かの魂
の）諸部分の
（働きである）か
ら

そして、一つである魂
が異なる諸部分をもっ
ているので、それに対
応して諸原理もまた（互
いに異なっている）。し
たがって、最終的な産
物である行いもまた（互
いに�異なっている）

しかし魂たちは互いに
唱和しているし、行いも
そうである。つまりそれ
らすべてから一つのも
のが成り立つーーたと
え相反するものから成り
立つとしても－ーという
仕方で、唱和している
のである

というのは、すべてのものは一
つのものから発生ているので、
自然の必然性によって、一つに
なるように寄り集まるのであり、
たとえ異なるものとして生まれ
出て相反するものとして育って
も、元来一つのものから出てい
るために、引き寄せられて一つ
の秩序を形づくるのである

それは、生きもののそれぞれの
種族のばあいと同様である。馬
たちは、たとえ互い同士戦い合
い、噛み合い、張り合い、負けじ
劣らじといきり立っても、彼らの
種族は一つであるし、その他の
種族の一つ一つもそうである。
だから人間についてもそのよう
に考えるべきである

さてそこで、さらにさかのぼって、これらす
べての種を<生きもの>という一つの類にま
とめなければならない。それから生きもの
でないものも、やはり種別に集めて、それ
から<生きものでないもの>を一つの類とし
てまとめ、さらに君によければ、生きものと
生きものでないものとを一緒にして<エイ
ナイ（有る）>に、さらに<有ることを提供す
るもの>へ（登って行かねばならない）

ディアレクティ
ケーの一方法
としての区分

そして今度は、このものに
（すべてを）結びつけたうえ
で、逆に区分しながら、そし
て一つのものが－ーすべて
の部分にゆきわたり、一つ
の秩序によってすべてのも
のを包括するという仕方で
－ー散開している様子を眺
めながら、降りて行きたま
え

シュンタクシス

その一つのものは一個の生
きものであるが、多くの部
分に分節されていて、それ
の内にあるものおのおのが
各自の本性に合った仕事を
しているのだが、それにも
かかわらずそれぞれがまさ
に全体のうちにあるわけで
ある

たとえば火は燃え、馬は馬
の仕事をし、人間もまた各
自が生まれつきに応じて各
自の仕事を、それも異なる
者は異なることを行ってい
る。そして、各自の本性と
行為とに応じて、よく生きる
か、悪く生きるかが伴うわ
けである

2
しかし偶然的な出来事は、
しあわせを左右する力をも
たない。むしろこれらも、そ
れ以前の出来事に唱和し
ており、帰結として編み合
わされながら進行するので
ある

そして、すべてを一
つに編み合わせる
のは統率者であり、
その際個々の者は
自分たちの本性に
応じて（善悪）いず
れからの方向へ向
かって協力するの
である

その様子は、た
とえば戦陣にお
いて、将軍が統
率し、部下たち
が一致協力す
るかのようであ
る

そしてこの世界は、
軍隊統率的なはか
らいによって秩序を
与えれれており、こ
のはからいは、行う
ことも、こうむること
をも、またわれわれ
のもとになければな
らないもの

－ー食べもの、
飲みもの、そし
てあらゆる種類
緒武器や備
品ーー

をも看取している。
また、これらのもの
が編み合わされた
時に生じる結果も、
すべて予見されて
いるのだが、それは
これから結果するも
のが適切に配置さ
れうる余地をもつた
めである

かくして、一切
のものがある意
味で善く工夫さ
れて、将軍のお
のkた出て来た
のであった、

けれども、彼の敵たちがなそう
と企てていることは彼の範囲外
にある。他方、彼がもしあの敵
軍をも支配しえたとすれば、彼
がもしすべてのものをしたがえ
る「偉大な指導者」であったな
らば、何が秩序を欠きえただろ
うか。何が不調和でありえただ
ろうか
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というのは、「これを選
ぶか、あれを選ぶかは
私の意のままである」と
しても、君が何を選ぶ
であろうかは、全体の
秩序のうちですでに位
置づけられているのだ

なぜなら、君の
役割は世界に
対する挿話では
なくて、君はこ
れこれの性質の
者として（当初
から）勘定に入
れられていたの
だから

しかし、これ
これの性質
であること
は、何に起
因するのか

その問いが求めているの
は、二つの点である。一つ
は、各人がどのような性格
であるかの原因を創造者に
－ーそのような者が存在す
るのであれば－ー帰すべき
か、それとも創られたもの
自身に帰するべきかという
ことである

（もう一つは）むしろ何者にも全
然責めを帰すべきでないので
はないかという点である。それ
はちょうど、植物の生成に関し
て、それらが感覚能力を持た
ないという理由で、あるいは他
の動物に関して、それらが人間
と同じようでないという理由で
（非難すべきでない）と同様で
ある

というのも、この
問責は「なぜ人
間は神と等しい
者でないか」と
いうそれと同列
のものだからで
ある

なぜなら、この（動植物
の）ばあいには、現状よ
りもっと優れていないこ
との責めを、それら自
身にも創造者にも負わ
せることは至当でない
のに、他方人間に関し
てはそうすることが、ど
うして至当であるだろう
か

というのは、もし
一方（問責の理
由が）これ（人
間）はもっと立
派なものであり
えたのだから、
ということであ
れば

それをしな
い当人自身
が、彼自身
に対して責
めを負わな
ければなら
ない

それがもし彼が
自分から何かを
改善のために付
け加えることに
よって（より優れ
たものに）という
意味ならば

他方もし、
その付け加
えが彼自身
からでなく
て、

外から、つ
まり作り出し
た者から与
えられねば
ならなかっ
たというの
であれば、

与えられた
ものより多く
のものを要
求する人
は、

他の動物や
植物のばあ
いの要求と
同様に、愚
か者である

問われなければ
ならないのはあ
るものが他のも
のより弱小であ
るかどうかでは
なくて、それが
それ自体として
十分かどうかと
いうことである

というのは、す
べてのものが等
しいものである
べきではなかっ
たのだから

すると、彼（原
理）が、すべて
のものが等しく
あるべきではな
いという選択を
して、測り定め
たので（現状の
ようになったの
であるか）

いや決して。むし
ろ、このようになるこ
とが、本性にかなっ
ていたのである。と
いうのは、この原理
は別の魂の追随者
で、そしてこの魂は
ヌース（英知）の追
随者であったのだ

ところで英知は、こ
れらのどれか一つ
ではなくて、すべて
である。ところが、
すべては多である。
そして多であれば、
すべてが同じもの
ではなくて、

そして多であれば、
すべてが同じもの
ではなくて、価値に
おいてもあるものは
第一位で、あるもの
は第二位、そしてあ
るものはそれ以下
のものとなるほかな
かったのである

だから、生まれ
た生きものも、
純然たる魂では
なくて、魂の矮
小化したもので
ある

なぜなら、生きものたち
はすでに進出して、い
わば色あせたものなの
だから。というのは、生
きものの原理は生命を
もってはいても、別種の
魂であり、それがそこか
ら出て来た、あの魂とは
ちがう。

そしてこの原理全
体が素材へ向かっ
て急ぐ時により弱小
のものとなり、そし
てこれから生まれた
ものはさらに欠乏し
たものである

見たまえ、この
生まれたものが
どれだけ遠く離
れているかを。
そしてしかも、こ
れですら驚嘆す
べきものなので
ある

相反する
小原理 弱小化しつ

つ素材へ
向かう 生まれた

実体

英知に
追随す
る魂

ヌース

だから、生まれ
たものがこのよ
うな性質である
としても、それ
の前の（上位
の：原因となっ
た）ものが、この
ようなものであ
るわけではない

これまでの用例
から考えると、
「前」は「先立つ」
とみなすべきで
あるから

なぜなら、後者は生じたす
べてのものより優れてい
て、非の打ち所がないか
ら。しかもそれは、自分の
後に何かを与えtのであり、
そしてこれの痕跡ですら、
このようなものであるのだ
から、よりいっそう驚嘆すべ
きである

しかもまた、もし
それがこれらが
所有しうるより
も、さらに多くの
ものを与えたの
であれば、それ
はもっと称賛さ
れるべきであろ
う

したがって、非
難は生じた者た
ち自身に向けら
れねばならない
ようだ。他方、
はからいの仕事
はもっと高次な
ものである
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というのは、仮にもし人間が単一的なも
のであったならば－ー私がここで「単一
的」というのは、人間が単に作られただ
けのものであり、それにしたがって働き
もし、働きを受けもする、という意味で
あるがーー道徳的非難という意味での
問責は、他の動物のばあいと同様にあ
りえなかったことであろう

しかし現実に
は、人間だけ
が、悪人である
ならば非難を受
けているし、そ
してこのことは
多分もっともな
ことなのであろ
う

なぜなら、人間は単に
作られただけのもので
はなくて、もう一つ別
の、自由な始原をもっ
ている。ただし、これと
てもはからいの、、ある
いは全体的原理の外に
あるものではないが

（魂の優れた
部分：と訳され
ている）始原の
自由な部分と
は何か？

というのは、かのものた
ちは、これらから切り離
されているのではなく
て、より優れたものたち
はより劣るものたちを照
らしているのであって、
これこそ完全なはから
いというものである

照らす必然性
は何か？

そして原理も、一つは
（この世界のものを）作
り出すそれで、もう一つ
はより優れた（直知界
の）ものを生成したもの
に結び合わせる原理で
ある

原理が素材に
作用して実体
が生まれた後
も、実体と原理
が結びついて
いると？

前者は上方のはからい
であり、後者は上方の
それから出たはからい
で、前者と結びついた
もう一つの原理であり、
この両者から織り成さ
れた全体、つまりはから
い全体が成り立つわけ
である

さて人間は、もう一つの
始原をもっているけれど
も、すべての人が自分
のもつすべてのものを
利用するわけではなく
て、ある人びとは、一つ
の始原を、別の人びと
は別の始原を、あるい
は劣った諸始原を用い
るのである

<この世界の究極の要
素は素材と条理である
が、それの始原は、こ
の混合物を管理する
魂>とされているの
で、複数の魂が人間に
関与しているということ
か？

ただし、より優れた諸始
原は、この人たちに対し
て活動しなくても、この
人たちのもとに居合わ
せており、しかもそれら
自身は少しも怠けては
いないのである。なぜ
なら、それぞれのもの
が自分の仕事をしてい
るのだから

「しかし、この人たち
に対してそれらが活
動しないことの原因
は何か。それらはそ
こに居合わせている
というのに」と問う人
があるだろう。それ
とも居合わせていな
いのだろうか

いやしかし、わ
れわれの主張に
よれば、それら
はどんな所にも
居合わせている
のであり、何も
のも見捨てられ
てはいないのだ

それとも、それ
らがその人たち
に対して活動し
ない限りにおい
ては、そういう
人たちのもとに
はそれらは居合
わせない（と言う
べき）だろう

では、なぜそれらは
すべての人に対し
て活動しないのか。
それらも彼らの一部
分を成しているとす
れば。私が言ってい
るのは、あのような
（自由な）始原のこ
とであるが

それは他の生きも
ののばあいには、こ
の始原は彼らには
全然属さないのだ
し、また人間のばあ
いにはこの始原はす
べての者にはいき
わたらないからだ

すると、「す
べての者に
ゆきわたっ
ていない」と
は、これだ
けが（人間
の）始原で
はないという
ことか

しかしこれだけであ
ることを何が妨げよ
うか。始原をこれ一
つしかもたない人び
とのばあい、生きる
こともこの始原だけ
にしたがって行われ
る

その他は必然性に迫られる
限りで。というのは、（人間
の）成り立ちが、いわば汚濁
の中へ放り込む性質のもの
だからであろうと、あるいは
また、諸々の欲望が勢力を
振るうからであろうと、とに
かく責めは基体にあるいt言
わねばならないのだから

しかし、（そうで
あれば）、第一
に原因はもはや
原理の内にでは
なくて、むしろ
素材の内にある
ように思えるだ
ろう

また原理がでは
なくて、素材が
支配し、（素材
が原理によっ
て）形成された
ものとしての基
体が、その次の
位置を占めるだ
ろう

いや、あの（自由な）始
原の基体を成すものは
原理であり、原理から
生じ、原理にしたがって
いるものでもある。した
がって、素材が支配し、
形成されたものがその
次の位置を占める、と
いうことにはならない

また人は、このような性質であ
ることの原因を、前世のさまざ
まに帰することもできよう。つま
り前世のために、（現在の）原理
が以前のそれと比較していわ
ば漠然としたものになってい
て、いわば魂がより弱くなって
いるのである。しかし後になれ
ば、明るく輝くことだろう

また原理は、それ自身の内
に素材の原理をも含んでい
る、と言わなければならな
い。そして原理はーー自分
に合わない素材を見つけ出
したばあいにはーー自分に
合うように加工することに
よって、自分用の素材を作
り出すのである

というのは、
牡牛の原理
は牡牛の素
材以外の素
材には適さ
ないのだか
ら

だから、（人間の魂は）
他の生きものの内への
入り込むと（プラトンは）
言うが、これは魂がいわ
ば別の魂となり、原理
が変化することによっ
て、以前は人間であっ
た魂が牡牛の魂にな
る、という意味である

『ティマイオス』
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これは魂がいわ
ば別の魂とな
り、原理が変化
することによっ
て、以前は人間
であった魂が牡
牛の魂になる、
という意味であ
る

このようにして、
劣等な者は公
正な裁きを受け
るわけだ

原理的に素材は変わりよう
がないので、魂の方が変
化する（素材の原理の方
が強いので魂に素材の原
理が含まれている）

しかし、そもそも劣等な者が生じたの
はなぜか。彼がつまずいたのはどうし
てか。何度も言われたように、すべて
のものが第一位のものではなくて、第
二位や第三位であるものはすべて、自
分より前のものに比して、より劣る本性
をもっている。そして、これらの者が正
道を踏み外すためには、ほんのわずか
の傾きで足りるのである

また、あるもの（魂）
とべつのもの（肉
体）との結びつき
は、一種の融合の
ようなもので、両者
から別のものが生じ
たのであり、現に存
在したものが劣悪
になったのではない

むしろ、劣った
ものは最初から
劣ったものとし
て生まれたので
あり、そして生
まれたものは、
自己の本性に
よって劣ってい
るのである

そして、このも
のが帰結するこ
とをこうむるとす
れば、自己の価
値相応のことを
こうむるわけで
ある

また、前世の内
容にまでさかの
ぼって考量せね
ばならない。そ
この所へ、それ
以後のことは依
存しているのだ
から
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さてそこではからい
は、上方から降りて
来る際に、始点から
末端までいわば数
的に等しいわけでは
なくて、類比的に異
なる場所では異な
るものとなるのであ
る

これはあたかも一個の生きもの
において、最低の部分にいたる
まで、その始原に依存している
けれども、それぞれの部分が固
有のものをもっていて、より優
れた部分はより優れた活動を、
また下等な部分もそれ相応の
活動をし、それにふさわしい働
きを

－ーそれ自身に
とって、またそ
れの他の部分と
のつながりとい
う点から見て、
ふさわしい働き
を－ー

他から受け
もするのと
同様でああ
る

だから、たとえば音
声を発する部分が、
あるふうに打たれる
ならば、その部分は
ある特定の音声を
発するし、また他の
部分は黙ってそれ
に伴う働きを受け、
運動する

そして、すべて
の音声と受動と
活動とから、そ
の生きものの、
いわば一つの
声、一つの生命
と生活が成り立
つわけである

なぜなら、諸部
分もまた、それ
ぞれ異なってい
るので、異なる
活動を行うのだ
から

たとえば足と目
とデイアノイア
（理性）とヌース
（英知）は、それ
ぞれ別の仕事
をする

だが、それでも
すべてのものか
ら一つのものが
成り立っている
のであり、はか
らいは一つであ
る

しかし、運命は
より劣った部分
から始まるので
あって、上方に
あるのは純然た
るはからいであ
る

なぜなら、直知
される世界にあ
るものはすべ
て、原理か原理
を超えるもので
ある。英知と純
粋な魂なのだ
から

しかし、そこから下
方のものはすでに、
かの所から来る限り
のものが－ー純粋
な魂の内にあるの
も、これから生きも
のの内にやって来る
限りのものも－ーは
からいである

ただし、やって来る際
に、原理は分割される
のであって、等しいので
はない。だから原理は
（どこででも）等しい働き
をするわけでもない。
ちょうど個々の生きもの
においても、そうでない
ように

そして、ここから先はすで
に、だれかが神々のお気に
召すことを行うならば、その
行為は、（原理から）帰結す
ることであり、はからいに伴
うものである。なぜなら、は
からいの原理は、神々のお
気に召すものであったのだ
から

さて、このような
行いは、一つに
つなげ合わされ
てはいるが、は
からいによって
作り出されたも
のではない

むしろ、そのような出来
事は、人間からもしく何
らかの生きものなり無
生物なりから由来する
ものであり、そしてもし
それらに何か有益な結
果が伴うばあいには、そ
れらは再びはからいに
よって取り込まれる

したがって、あ
らゆるばあいに
結局は徳が勝
利を得、過ちは
変更され、矯正
されることにな
る

それはちょうど一つの肉体にお
いて、その生きものの<はから
い>によって健康が与えられて
いたが、切り傷あるいは一般に
外傷を受け手、その後管理す
る原理が再び（傷口を）ふさふ
ぎ、結び合わせて、傷ついて部
分がいやされ、なおされるのと
同様である

だから、悪い行
いは帰結であ
り、しかもそれら
は必然的なもの
でる

なぜなら、それらはわれ
われに起因するのだか
ら、つまりわれわれは、
はからいによって強制さ
れるわけではなく、はか
らいの仕事やはかららい
に由来する仕事に自分
で結びつけるのだが、

しかしそれをはから
いの意志の通りにつ
なぎ合わせる力を
われわれがもたな
いばあいには、行為
する人びとの意志
にしたがったり、

ところが、後者
もはからいにし
たがわない仕方
で行為したり、
ある影響をわれ
われに及ぼした
りするわけであ
る

というのは、すべてのも
のが（他者に）近づいた
時、すべてのものに対
して同じ働きを及ぼす
とは限らないのであっ
て、同じものがあるもの
に対してはある働きを、
別のものに対しては別
の働きを及ぼすのであ
る

たとえばヘレネ
の美は、パリス
に対してはある
働きをしたが、
イドメネウスは
同じ影響を受け
はしなかった
（『イリアス』III 
230-3）

また、慎みのな
い美しい男が、
慎みのない美し
い男に出会うば
あいと、節度の
ある美しい男が
節度のあるその
ような男に対す
るばあいとでは
結果は異なる

また、慎みのな
い美しい男が、
慎みのない美し
い男に出会うば
あいと、節度の
ある美しい男が
節度のあるその
ような男に対す
るばあいとでは
結果は異なる

あるいは、その
同じ男が慎みの
ない男に出会っ
て受ける影響
と、慎みのない
男が彼から受け
る影響もまた異
なる

また、慎みのない人間
の行為ははからいに
よって行われたのでも
なく、はからいにした
がって行われたのでも
ないが、他方、節度あ
る人による行いは、無
論はからいによって行
われたのではないが

－ーそれは
彼自身によ
るものなの
だからーー

しかしはか
らいにした
がっている
のである

あるいは、その
同じ男が慎みの
ない男に出会っ
て受ける影響
と、慎みのない
男が彼から受け
る影響もまた異
なる

なぜなら、
その行いは
原理に合致
しているの
だから

それはちょうど、
だれかが自分
自身で行ったの
ではあるが、医
者の原理に合う
やり方で自分の
健康によいこと
を何か行うばあ
いのようなもの
である

絶対神を前提としない以
上、プロティノスの発言は
是々非々ではあり、絶対規
準がない故に、その判断
基準が揺れ動くようにみえ
るのは致し方ない。確率
的世界観がまだ現れてい
ないからと言える。確率的
世界観は未だに一般的で
はないが

他方、健康によ
くないことをだ
れかがするなら
ば、自分自身が
行うばかりでな
く、医者のはか
らいに反して
行ったことにな
る
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では、占い師た
ちが悪事をも予
言するのは、ど
うしてか

しかも彼らは、
世界の運行を
観察することに
よって、その他
の占いに加え
て、これらを予
言するのだが

いや、それはも
ちろん、すべて
対立するものは
一つに編み合わ
されているから
である。たとえ
ば形相と素材が
そうだ

だから、合成物
である生きもの
の形相と原理を
観照する人は、
当然、形相を受
けたもの（素材）
をも観照するの
である

なぜなら彼は、合成物
である生きものを直知
される生きもの（イデア）
を観るのと同じ仕方で
観照するわけではなく
て、合成物の内にあっ
て、劣悪な部分に形相
を付与している生きも
のの原理を観照するの
だから

合成物がイデアから確率
的に作り出される、という
考えを敷衍して、イデアも
また、一者から確率的に
生成されると考えることが
できるが、この状態は被生
成物から見ると、そのイデ
アが絶対的なものである
（過去において存在が決
定されているから）という
特徴を持つ

同様に、この世界も一
個の生きものであるの
で、それの内で起きる
ことを観照する人は、同
時にまた世界が成り
立っている諸要素と、世
界の上に臨むはからい
をも観照するのである

そして、後者に
は諸々の生きも
のも、彼らの行
為も性向も含ま
れる

そしてこのはか
らいは、すべて
のものに、生成
変化するものの
上にまでも及ん
でいる

観照という
行為や性
向も確率
的事象で
ある

そしてこれら
は、「理性と必
然とに混ぜ合わ
されている」の
である

だから、彼（占い
師）が観照する
のは混ぜ合わさ
れたものであ
り、しかも不断
に混ぜ合わされ
つつあるもので
ある

そこで、彼自身
ははからいと、
はからいによる
ものとを区別で
きないし、さらに
基体（素材）と
基体による基体
上のものへの寄
与とを（区別で
きない）

いやしかし、こ
れ（区別）はもと
もと人間のなし
うる業でもない
のだ。知恵が
あって神のよう
な人は別だが

いやむしろ、「こ
の特権は神こそ
が持ち給う（『プ
ロタゴラス』
341 e）」とだれ
かが言うであろ
う というのは、「な

ぜか」を告げる
のは占い師の仕
事ではない。彼
は「しかじかだ」
を語るのみだ 彼の技術は、自

然の文字ーー
秩序を明示し、
いかなるばあい
にも無秩序へ逸
脱することのな
い文字（天体の
運行）ーーの解
読である

いやむしろ、各人が
どのような性格の者
となり、どれだけの
性質をもつかをそ
れらが当人のもとに
現実に起きる以前
にすら、証言し、明
らかにする天の運
行の（解読技術であ
る）

なぜなら、これらもまた、か
のものらとともに、またかの
ものらはこれらとともに動い
ており、相携えて宇宙の構
成と永久性に対して寄与し
ているのであって、それを
観察する者に対しても、類
比によって、他方をあらわし
示すのである。

というのも、すべ
てのものは互い
に切り離されて
あるべきでな
く、何らかの点
で互いに類似し
ていなければな
らなかったのだ
から

そして、これが
おそらく「類比
が万有を締め
括っている
（『ティマイオ
ス』31 c）」とい
う、あのことばの
意味であろう

ところで、類比
とは、次のよう
なものである。
すなわち、より
よいものが、よ
りよいものに対
するごとくに、よ
り悪いものがよ
り悪いものに対
する

たとえばある目が別の
目に対するごとくに、あ
る足が別の足に対する
というように、一方のも
のが他方のものに対す
るわけだ。あるいは君に
よろしければ徳が正義
に対するごとくに、悪徳
は不正義に対している

だから、世
界の内に類
比が存在す
るならば、
予言するこ
とも可能な
わけである

また、もしかの
ものらがこれら
に作用するのだ
とすれば、その
作用の仕方は、
一個の生きもの
の各部分が相
互に作用するよ
うな仕方である

つまり、ある部分が他の
部分を生み出すという
仕方ではなく－ーなぜ
なら、生まれるのは同
時であるから－ーそれ
ぞれの部分が、自己の
本性に合ったように自
己の本性に有益なこと
をこうむるという仕方で
ある
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それにまた、よ
り善いものがあ
ればこそ、より
悪いものもある
わけだ

とういのも、多姿的
なもの（この世界）
においてより善いも
のがないならば、ど
うしてより悪い何か
が存在しえようか。
あるいはより悪いも
のがなくて、どうし
てより善いものがあ
りえようか

だから、より善
いものの内にあ
るより悪いもの
を責めるべきで
はなくて、むし
ろより善いもの
を可とすべきで
ある

それは自分
の内からよ
り（何かを）
より悪いも
のに与えた
のであるか
ら

そもそもこの世
界の内にあるよ
り悪いものを除
去すべきだと考
える人びとは、
はからいそのも
のを除去しよう
としているので
ある

なぜなら、（より
悪いものがない
とすれば）はか
らいはいったい
何に対するはか
らいであるのだ
ろうか

というのも、むろ
んそれは、それ
自身に対するは
からいではない
だろうし、またよ
り善いものに対
するそれでもな
いだろうから

というのは、わ
れわれが「上方
のはからい」と
呼ぶものにして
も、下方のもの
への（はからい）
という意味で、
そう名づけられ
ているのだから

というのは、すべてのも
のを一つにしてもってい
るものが始原であり、こ
れの内にはすべてが一
緒にあり、すべてで一つ
の全体を成しているの
だが、これの内から進
出するものは、すでに
個別のものとなる

かのもの
（始原）は依
然内部にと
どまっている
のだが

それはたと
えば一つの
根が、それ
自身はそれ
自身の内で
生成してい
るようなもの
である

他方、進出
したものた
ちは分割さ
れて多と
なって、開
花する。そ
れぞれがか
のものの似
姿を宿しな
がら

しかし、ここにま
で来たものは、
それぞれが異
なる場所へ生じ
たのである

他のものはもっ
と先へ進んで分
裂して、いわば
枝や小枝や実
や花となった

後者つまり実や
葉はいつも生々
流転しているの
である

そして永久に
生々流転するも
のは、自己の内
に上方のものの
原理を蔵してい
て、いわば小さ
な樹であること
を欲している

そして、彼らが
滅びる前に生む
とすれば、自分
の近くのものを
生むだけである

また、いわば枝
と枝との透き間
のようなものは
やはり同じ根か
ら、しかし別の
仕方で生え出
たものたち（別
の枝）で満たさ
れる

そして、末端の
小枝たちまで、
これらから影響
を受ける

そしてこの影響
は、隣接するも
のだけからやっ
て来るように思
える

しかし、実際に
は始原の力に
よって、一方が
はたらきを及ぼ
し、他方がそれ
を受けるのであ
る。

そしてこの始原
自身もまた、依
存しているので
ある

なぜなら、互い
に作用し合うも
のは、遠方から
やって来たの
で、異なるもの
となっている
が、元来は同一
のものから出て
いるのである

それはたとえば
兄弟たちが同じ
両親から生まれ
て、元来よく似
た性質であるの
だが、互いに対
して何かをし合
うようなもので
ある

この部分はこれ
これの性質だか
ら、これこれの
作用を受ける、
というわけだ。
なぜなら、この
ようであれば、
原理は一つであ
ることができる
のだから

だから、あるも
のは根の近くに
あり、

そして前者はい
つも静止してい
るが、

他世界の内に存在
する何らかのものに
したがって、そうす
るのである


